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令和８年度 総合戦略の推進に関する会議概要 

日時：令和８年７月 27日(月) 14:00～15:40 

場所：市役所３階 301会議室 

資料：次第、資料 1-1、資料 1-2、資料 2-1、 

資料 2-2、資料 2-3、資料 3 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

(1)人口ビジョン、総合戦略、新しい地方経済・生活環境創生交付金事業実績について 

担当より概要について説明。基本目標ごとに目標の達成状況の説明を行い、意見交換

を実施。 

 

【アドバイザー意見の概要】 

・基本目標の達成状況について、特に人口や子育て関係の数値が厳しいが、国の地方創生

2.0 においても人口減少を正面から受け止めることとしているためそれはいたしかたない。

一生懸命頑張ってもここは減っていってしまう。 

 

・特に女性の社会減に対しては対策を考えなければならない。産業面では付加価値の高い

仕事を沼津に呼び込むことが大切。沼津は産業構造的に製造業が多いが、女性にとって製

造業は厳しいことが多い。また、地域のこだわりやしきたりのないところが良い。 

 

・女性向けに商工会議所と一緒にセミナーを開催するのも良い。それが女性の起業につな

がり、高付加価値産業の創出にもつながる。 

 

・ふるさと住民登録制度や地域おこし協力隊の活用に力を入れる必要がある。何度も沼津

に来たりすると住みたくなるので、関係人口の創出は鍵となる。 

 

・ふるさと住民登録制度を積極的に活用していくべき。当制度を実質的に設計した方を紹

介できるので、市の職員研修等に活用するなど検討してほしい。 

 

・移住に関しては、来年度が県の調査の年になる。静岡と産業構造の似ている群馬と比較

することを検討している。 

 

・移住前と移住後の意識の違いを調べるのも良い。 

 

・来年４月から県条例が一部改正され、高校（高専除く）生のヘルメット着用が義務化さ

れるため、動向を注視したほうが良い。 
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・路線バスの本数が減った時の対策をしていくべき。また、企業が所有しているバスの活

用も手段の１つとして検討すべき。 

 

・産業振興の一環でもあるが、こどもに沼津のことを知ってもらう機会や沼津のことを研

究・探求する機会の創出が重要。 

 

・学生（高校生・大学生）が地域の企業を知る機会も重要。そのような事業はあるか？ 

→沼津しごと応援事業にて市内企業の魅力を発信し、若者や学生の就労支援を行っている。 

 

・こどもの居場所づくりや食支援、生活困窮者への支援も重要。その辺りの取り組みは？ 

→「こどもの居場所」等を通じて、こどもに対して食料支援品を配布するなどの支援を行

う。 

 

・そのような取り組みは、担当課だけで実施するのではなく複数の課が連携してやる必要

があり、そうなると予算の確保の仕方等が課題となる。 

 

・生活困窮者支援は、こどもだけでなく、高齢者や離職者など支援対象が多岐にわたると

担当課だけでの対応は難しいので、そこを広く拾える体制を構築する必要がある。 

 

・企業が移転する話はないか？ 

→市として留置にも努めており今のところない。ただ、沿岸部から内陸部へ移転したいと

いったすべての要望には応えられていない。 

 

・観光交流客数の目標値が 600万人となっているがこの数値は妥当か？ 

→実情を踏まえ、令和７年度に策定した沼津市観光振興ビジョンでは、数値目標を 500 万

人とした。 

 

・今後は目標値を単純な数ではなく質でとらえたほうが良い。今の観光は体験型が多い。

したがって、体験数や地元市民等との交流数等に変更するのが望ましい。 

 

・沼津港におけるスーパーヨット誘致についてはどうなっているか？ヨーロッパやオース

トラリアの富裕層に長く留まってもらえるような仕組みを考える必要がある。 

→横浜で開催されるヨットショーへのブース出展を行い周知活動を行う。 

 

・東部地域コンベンションビューローについては、誘致活動等をより一層尽力いただきた

い。 

 

・少し古い施設だが名古屋の金山駅に駅直結でアスナル金山という商業施設がある。そこ



3 

 

にイベント広場があり様々な賑わいが生まれているので、駅前の賑わいづくりの参考にし

てみるのも良い。 

 

・事業所数の減少について、どの業種が減少しているか？ 

→建設、製造、宿泊・飲食サービス、その他サービス業で減少している。情報通信、農林

漁業はほぼ横ばいで、不動産業と医療福祉関係は増加している。 

 

・静岡市、浜松市は、駅周辺に企業のオフィス誘致に力を入れている。沼津市も駅前への

オフィス誘致に注力すべき。それが駅周辺の賑わい創出につながる。 

 

・沼津市は周辺市町に比べて産業構造が変化していない可能性がある。悪く言えば、時代

に追い付いていないということ。 

 

・富士市は、地元の人の起業している割合が高く、また、景気に左右されにくい。 

 

・企業の支店数が減っている可能性がるので、そこも調査をしたほうが良い。 

 

３ 閉会 


